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４ (図１)のように，1 辺の長さが 5m の立方体の小屋ＡＢＣＤＥＦＧＨがあります。

小屋の側面ＡＢＦＥには[窓穴]が，小屋の上面ＥＦＧＨには[窓穴２]があり，外の光

が入るようになっていました。そして，この小屋の展開図は(図２)のようになってい

ます。

晴天の日のある時刻においてこの小屋の床面ＡＢＣＤで日のあたっている部分は，次

のページにある(図３)の斜線部分でした。このとき，小屋の中で他の面の日にあたっ
しや せん

ている部分を解答用紙の展開図に斜線を用いて示しなさい。
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(図３)の 1 マスの長さを 1 として，

上図のＥの位置を(0,0,0)とし，

Ｅ→Ｆの方向にア，Ｅ→Ｈの方向

にイ，Ｅ→Ａの方向にウだけ

移動した位置を(ア ,イ ,ウ)と表す

と，それぞれの点の位置は上図

のようになる。また，光があたっ

ている部分の四角形ＩＪＫＬが

[窓穴１]からの光によるもの

だとすると，

あ→Ｊより，光の方向は

(9,7,10)－(2,0,3)＝(7,7,7)＝(1,1,1)× 7。
い→Ｋより，光の方向は

(5,3,10)－(2,0,7)＝(3,3,3)＝(1,1,1)× 3 となり，あ，いからの光の方向が等しく

なる。よって，四角形ＩＪＫＬは[窓穴 1]からのもの。

[窓穴１]の他の頂点について

う(8,0,7)を通る光と面ＦＢＣＧの交点をＭとすると

Ｍは(8,0,7)＋(2,2,2)＝(10,2,9)。
え(8,0,3)を通る光と面ＦＢＣＧの交点をＮとすると

Ｎは(8,0,3)＋(2,2,2)＝(10,2,5)。
また，[窓穴２]の頂点について

お(2,3,0)を通る光と面ＨＤＣＧの交点をＯとすると，

Ｏは(2,3,0)＋(7,7,7)＝(9,10,7)。
か(8,3.0)を通る光と面ＦＢＣＧの交点をＰとすると，

Ｐは(8,3,0)＋(2,2,2)＝(10,5,2)。
き(8,7,0)を通る光が面ＦＢＣＧの交点をＱとすると，

Ｑは(8,7,0)＋(2,2,2)＝(10,9,2)。
く(2,7,0)を通る光と面ＨＤＣＧの交点をＲとすると，

Ｒは(2,7,0)＋(3,3,3)＝(5,10,3)。
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また，辺「おか」上の点け(3,3,0)
を通る光は辺ＧＣ上の点

(3,3,0)＋(7,7,7)＝(10,10,7)
を通るのでこの点をＳとする

と線分「おけ」は，線分

ＯＳに対応する。

また，辺「きく」上の点こ

(7,7,0)を通る光は辺ＧＣ上の点

(7,7,0)＋(3,3,3)＝(10,10,3)を
通るので，この点をＴとすると，

線分「こく」は線分ＴＲに対応

する。

以上の結果から，影は右図の

ようになります。
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